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自由生活アメーバと水環境がもたらす感染
リスク
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感染症研究の多くは，患者数が多い細菌やウイ
ルスに焦点が当たりやすい．しかし近年，発症は
まれながら致死率の高い重症熱性血小板減少症候
群（SFTS）や，原虫・アメーバといった非定型病原
体が改めて注目されつつある．なかでも自由生活ア
メーバ（Free-living Amoebae: FLA）は，自然界に広
く存在する一方で，その病原性や感染リスクが十分
に認識されていない微生物である．
私たちは2020年から，本学の冷却塔水における

レジオネラ属菌汚染を継続的に調査してきた．その
結果，環境基準（100 CFU/100 mL）を超える事例が
多数確認された．これは，大阪・関西万博のウォー
タープラザや全国の温泉施設で報告されている事例
とも一致し，レジオネラ属菌がすでに日常的な感染

リスクとなっている現状を裏付ける．
今年度からは，冷却塔水中のアメーバ検出にも着
手した．無栄養寒天培地に加熱処理した大腸菌を栄
養源として塗布し，30℃および42℃で培養したと
ころ，すべての検体からアカントアメーバ属やネグ
レリア属を疑うFLAが検出された（図）．これらは
レジオネラ属菌の増殖宿主として知られ，特に耐久
性の高いシストは塩素消毒にも耐えることが報告さ
れている 1,2)．
中でも注目すべきは，いわゆる「脳食いアメーバ」
ネグレリア・フォーレリ（Naegleria fowleri）である．
鼻腔から侵入し，嗅神経を介して脳に到達して原発
性アメーバ性髄膜脳炎（PAM）を引き起こす．米国
CDCの統計では1962～2023年に164例が報告され，
致死率は97%以上に達する 3)．日本国内では1996
年に1例のみだが，温暖化の影響で本来は熱帯・亜
熱帯に限られていた分布域が北上しており，日本の
温水環境にも潜在的リスクがあると考えられる 4)．

FLAは意外な場所にも潜む．例えば，銭湯やプー
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図　 アカントアメーバ属（A）およびネグレリア属（B）を疑う培地上の自由生活アメーバ
（FLA）．主画像は100倍，右下の挿入図は同画像を拡大したもの．

A B



249
臨床化学　第54巻 第4号　2025年10月

ルでお馴染みのゴム製アヒル型玩具の内部から，レ
ジオネラ属菌やFLAが検出された事例がある 5)．内
部の湿潤環境はバイオフィルム形成を促進し，消毒
効果を低減させることから，水質管理上も軽視でき
ない．
冷却塔の疫学調査では，レジオネラ属菌がアメー
バ細胞内で増殖し，宿主崩壊とともに一斉放出され
る現象が確認されている 6)．この「アメーバ内寄生」
は，殺菌処理を回避する経路となり得る．したがっ
て，FLAは単なる共存微生物ではなく，病原菌の
媒介・増幅に関与する重要な因子として位置づけら
れるべきである．
本調査から，FLAは例外的存在ではなく，環境
水に普遍的に分布することが明らかとなった．この
知見は，環境衛生管理や感染症対策に新たな視点を
提供するものであり，「見えないリスク」としてのア
メーバの実態解明が急務である．環境と人との境界
に潜むFLAの存在は，私たちに水環境の安全性を
問いかけ続けている．
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